
 

 

豊島区エコ住宅普及促進費用助成金のご案内① 

助成要件 
以下の全ての要件を満たす個人が対象です。 

◇豊島区内において、自ら居住または居住予定（完了報告時には住民登録が確認できること）の住宅

に、対象機器を設置する方（賃貸借等の住宅の場合は、当該住宅の所有者から機器設置に係る同意が

必要） 

◇導入する設備の設置工事等の契約者であり、領収書の名義人である方  

◇機器設置工事開始前に助成金の交付申請を行い、交付決定後に機器設置工事を開始すること 

◇設置する機器が未使用のものであること（中古品及びリース等の設置は、助成対象外） 

◇同一年度内かつ同一世帯内において、同じ助成対象機器で助成を受けていないこと 

（助成申請は、同一年度内かつ同一世帯内において助成対象機器ごとに一回限り） 

◇太陽光発電システムを設置する場合は、申請者が電力受給契約者であること 

◇令和６年３月１５日(必着)までに機器設置工事に係る完了報告書類を提出すること 

令和５年度 

助成金申請にあたっての注意 

助成金交付申請受付期間 

令和５年４月１日～ 

 令和６年１月３１日（必着） 
※期間内であっても予算の範囲を                 

超えた時点で受付終了 

※受付状況は                  豊島

区ホームページに掲載 

 豊島区では、地球環境の保全を目的とし、地球温暖化の進行に影響の大きい&2�削減に配慮した、住宅

用の新エネルギー・省エネルギー機器等を導入する方に対し、設置にかかる費用の一部を助成します。 

助成対象となるもの 

（一般住宅） 

スマートフォンからは         

２次元コードをご利用ください 

◆住宅用太陽光発電システム     

◆住宅用自然循環式太陽熱温水器    

◆住宅用強制循環式ソーラーシステム 

◆蓄電システム  新規追加 

◆雨水貯水槽   

◆家庭用燃料電池コージェネレーションシステム 

 （エネファーム）       

◆住宅用エネルギー管理システム�（+(06）� 
※断熱改修窓については、「豊島区エコ住宅普及促進 

 費用助成金のご案内②」をご覧ください。 

 

◇必ず、対象機器の着工前に交付申請書の提出が必要です。 

 工事途中並びに工事終了後の申請は認められませんのでご注意ください。 

◇申請後に機器の変更等がある場合は、着工前に設置機器等変更届の提出が必要です。 

 届出なく工事や設置等を開始した場合、助成金の支払いができなくなります。 

◇この申請にかかわる書類に押印する印鑑は、全て同じものをお使いください。 

 また、スタンプ印は使用しないでください。 

◇申請書類等に記入する際は、鉛筆・修正液・消せるボールペン等を使用しないでください。 

◇申請時、完了報告時に添付する写真はカラーで鮮明なものをお願いします。 

 印刷が粗いものやかすれているものなどでは状況が確認できない 

 ため、受付できないことがあります。 

※申請者が偽りその他不正な手段により助成金

の交付決定を受けたときは、助成金の交付決定

の一部又は全部を取り消すものとします。 

蓄電システムが新たに助成対象になります！ 

SDGsの実現に向け、経済・社会・環境の3つの側面の
バランスがとれた社会を目指します。 

6'*V未来都市としま 

豊島区は持続可能な開発目標（6'*V）を支援しています。 



 

 

 

住宅用太陽光発電システム 

住宅用自然循環式太陽熱温水器・住宅用強制循環式ソーラーシステム 

   

 
申 請 書 類 

HPから 

ダウンロード可 

1 助成金交付申請書 ○ 

2 機器の設置に係る見積書とその内訳書の写し（内訳・明細がわかるもの）   

3 機器が助成対象要件を満たすことが確認できるパンフレット等（出力が分かるもの）   

4 機器の設置計画図面   

5 
一般財団法人電気安全環境研究所（JET）又は国際電気標準会議（IEC）のIECEE‐PV‐FCS制

度に加盟する海外認証機関による太陽電池モジュール認証を受けたものであることが確認で

きる書類（外国語の場合、要和訳） 

 

6 
申請者と住宅所有者が異なる場合は、当該住宅に機器を設置することについての住宅所有者

の同意書  
○ 

7 
申請者以外にも住宅所有者がいる場合（共有名義等）は、当該住宅に機器を設置することにつ

いての住宅所有者全員の同意書  
○ 

 助成対象要件 

①一般財団法人ベターリビングの優良住宅部品（BL部品）認定を受けたもの  

②機器が住宅の上屋等に設置されるものであること  

 助成金額 

自然循環式太陽熱温水器…２万円 

強制循環式           （一律）             

ソーラーシステム…５万円 

 
申 請 書 類 

HPから 

ダウンロード可 

1 助成金交付申請書 ○ 

2 機器の設置に係る見積書とその内訳書の写し（内訳・明細がわかるもの）   

3 機器が助成対象要件を満たすことが確認できるパンフレット等   

4 機器の設置計画図面   

5 一般財団法人ベターリビングの優良住宅部品（BL部品）認定を受けたものであるとわかる書類   

6 
申請者と住宅所有者が異なる場合は、当該住宅に機器を設置することについての住宅所有者

の同意書  
○ 

7 
申請者以外にも住宅所有者がいる場合（共有名義等）は、当該住宅に機器を設置することにつ

いての住宅所有者全員の同意書  
○ 

（一律） 

その他区長が必要と認める書類を求める場合があります。 

その他区長が必要と認める書類を求める場合があります。 

助成対象要件 

①一般財団法人電気安全環境研究所（JET） 又は国際電気標準会議（IEC）の 

  IECEE‐PV‐FCS制度に加盟する海外認証機関による太陽電池モジュール認証を受けたもの 

②太陽電池モジュールの最大出力合計又はインバータ出力のいずれかが１kW以上

10kW未満であるもの                  

③機器が住宅の上屋等に設置されるものであること 

助成金額 

出力１kWあたり２万円（上限８万円） 
※出力はkW単位で小数点以下第２位切捨て 

※助成金額の算定基準となる出力は、太陽電池

モジュールの最大出力合計とインバータ出力との

いずれか低い方とする。 

※完了報告時に確認する電力受給契約の出力によって、決定になります。そのため、申請時の助成額より減額となる場合もあります。 



 

 

 

 

蓄電システム・雨水貯水槽 

家庭用燃料電池コージェネレーションシステム（エネファーム） 

住宅用エネルギー管理システム（HEMS) 

 助成対象要件（蓄電システム） 

①一般社団法人環境共創イニシアチブに補助対象機器として登録されているもの 

②太陽光発電システム又は家庭用燃料電池コージェネレーションシステム（エネファーム）   

 と常時接続していること 

 助成金額 
 蓄電容量１kWhあたり１万円 

          （上限５万円） 

 助成対象要件（雨水貯水槽） 

①貯水タンク１個当たりの容量が50ℓ以上1,000ℓ以下のもの 

②機器設置費用が３万円以上のもの 

 助成金額 

機器設置費用３万～５万円未満…１万円 

機器設置費用５万円以上…２万円 

 助成対象要件（HEMS） 

電気等のエネルギー使用量を自動計測する機器等を取り付け一元管理し、消費電力量な

どの「見える化」「制御」等を行うことができるもので、一般社団法人エコーネットコンソーシア

ムのECHONET Liteを標準的なインターフェースとして搭載しているもの。 

 助成金額 

機器本体価格（税抜）の３分の１ 

          （上限２万円） 

「機器設置費用」については下記参照 

◆「機器設置費用」とは 、「機器費」と「設置費用」の合計額とし、消費税は含まないものとする 

「機器費」→機器本体及び関連部材の購入費  

「設置費用」→工事に係る人件費、運搬費、旧機器や廃材の処分費等 

設置費用が機器費を超えた場合、設置費用は機器費と同額までとし、その合計を助成対象となる「機器設置費用」とする 

◆助成対象経費と認められないもの 

「工事費一式」「諸経費」など内容が明確でないもの、設置機器に直接必要ない付属品及びそれに係る工事費等 

 申 請 書 類 
HPから 

ダウンロード可 

1 助成金交付申請書 ○ 

2 機器の設置に係る見積書とその内訳書の写し（内訳・明細がわかるもの）   

3 
機器が助成対象要件を満たすことが確認できるパンフレット等  

（蓄電システムについては、蓄電容量がわかるもの。エネファームについては、定格出力、貯湯容量、総合

効率がわかるもの。） 

 

5 申請者と住宅所有者が異なる場合は、当該住宅に機器を設置することについての住宅所有者の同意書  ○ 

6 
申請者以外にも住宅所有者がいる場合（共有名義等）は、当該住宅に機器を設置することについての住宅

所有者全員の同意書  
○ 

4 

＜蓄電システムのみ必要です＞ 

①一般社団法人環境共創イニシアチブに補助対象機器として登録されていることが確認できる書類 

②太陽光発電システム又はエネファームとの接続図面（単線結線図等） 

③接続する太陽光発電システム又はエネファームの設置が確認できる写真等 

（写真にかえて、太陽光発電システムは売電明細書等、エネファームは保証書等も可） 

※太陽光発電システム又はエネファームを当助成金に同時申請している場合、③は不要 

 

その他区長が必要と認める書類を求める場合があります。 

◆本助成制度は、国及び東京都が併用を禁止していなければ、それらの補助金と併用が可能です。 

 助成対象要件（エネファーム） 

①1台当たりの発電能力が定格出力0.4㎾から1.5㎾までの間であること 

②貯湯容量が20ℓ以上の貯湯ユニットを有するものであること 

③総合効率が低位発熱量基準で80％以上であること 

 助成金額 

      ８万円（一律） 

蓄電容量はkWh単位で小数点以下第２位切捨て 

新規追加 



 

 

  太陽光 

発電 

蓄電 

システム 
その他 

1 完了報告書  ○ ○ ○ 

2 区指定の口座振替依頼書  ○ ○ ○ 

3 
機器の設置に係る「領収書の写し」と「領収金額の内訳がわかるもの」 

（あて名が申請者名であること）  
○ ○ ○ 

4 機器の設置状況を示す写真   ○ ○ 

5 全てのモジュールが確認できる写真（モジュールの枚数が数えられるもの） ○   

6 
電力会社と電力受給契約をしたこと及び、出力の値がわかるもの 

（「電力受給契約申込書のお客様控え」「接続契約のご案内」等の写し） 
○   

7 保証書の写しと銘板の写真(型番、製造番号が確認できるもの)  ○  

エネ

ファーム 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

その他区長が必要と認める書類を求める場合があります。 

◆提出いただく写真はカラーで鮮明なものをお願いします。 

  また、暗いものやかすれているものなど、客観的に状況の判別ができないものは受理できません。 

 

交 付 決 定 通 知 と 一 緒 に 申 請 者 あ て に 郵 送 し ま す 

※区ホームページからダウンロードも可 

【申請・問い合わせ先】 

豊島区 環境清掃部 環境政策課 事業グループ 
〒171-8422 豊島区南池袋2-45-1 豊島区役所6階  

電話：03-3981-2771 FAX：03-3980-5134  

                                                         

助成制度についての情報は、豊島区ホームページ 

（ホーム＞まちづくり・環境・産業＞自然・エネルギー＞エコ住宅・事業者支援【助成金制度】）に掲載しています。 

完了報告～設置完了後 お忘れなく～ 

申請から助成金交付までのながれ 

  完了報告書の提出時期 助成金支払い予定時期 

1回目 令和５年４月１日～10月２日到着分 令和５年1１月中旬 

2回目 令和５年10月３日～令和６年１月４日到着分 令和６年２月中旬 

3回目 令和６年１月５日～３月１５日到着分 令和６年４月下旬 

助成金の交付は完了報告書類の提出時期により異なります 

豊島区は 

&22/ &+2,&(に 

賛同しています 

（注意） 交付決定を受けていても、令和６年３月１５日（必着）までに完了報告書類の提出がない、もしくは住民票の異動                                          

           がされない場合、助成金は交付されません。 

交付申請 
 

申請時に必要

な書類を下記

ま で持 参か 郵

送で提出してく

ださい。 

交付申請期限 

令和６年１月３１日 

施工開始 
 

申請内容に変

更がある場合

は 「 設 置 機 器

等 変 更 届 」 を

着工前に必ず

提 出 し 、 承 認

後、着工してく

ださい。 

完了報告 
 

施工完了後は

完了報告書を

速やかに提出

してください。 

完了報告期限 

令和６年３月１５日 

      （必着） 

交付決定 
 

申請内容の審

査後、交付決

定通知書等を

郵送します。 

これが届くまで

は 着 工 で き ま

せん。 

助成金交付 
 

申請通りの施

工がされている

か内容確認の

後、助成金を

支払います。 

※審査には2週間

程度かかります。 

余裕をもって申請し

て下さい。 

※必要に応じて職員が

現地の確認にお伺い

することがあります。 


